
  令和６年 7月 1 日 
国土交通省関東地方整備局 

常総国道事務所 
東日本高速道路株式会社関東支社 

つくば工事事務所 

東関道水戸線（潮来～鉾田）事業連絡調整会議の開催結果について 
東関東自動車道水戸線（潮来～鉾田）の現在の進捗状況等について、国土交通省、茨城県、

沿線市及び東日本高速道路株式会社で情報共有を図るため、「東関道水戸線（潮来～鉾田）事
業連絡調整会議（第６回）」を開催しましたので、開催結果をお知らせします。 

開催日時：令和６年 6 月 28 日（金） 10 時 00 分 ～ 10時30分

 会議形式：Ｗｅｂ会議 

構成機関：国土交通省関東地方整備局常総国道事務所 
常陸河川国道事務所 

茨城県土木部道路建設課 
潮来市建設部 
行方市建設部 
鉾田市建設部 
東日本高速道路(株)関東支社つくば工事事務所 

議事概要：別添のとおり 

＜発表記者クラブ＞ 竹芝記者クラブ 神奈川建設記者会 茨城県政記者クラブ 

<問い合わせ先> 
国土交通省 関東地方整備局 常総国道事務所 
電話：０２９－８２６－２０４０（代表） ＦＡＸ：０２９－８２６－２８７８ 
副所長 阿部 稔（あべ みのる） 
東日本高速道路株式会社 関東支社 つくば工事事務所 
電話：０２９－８３６－７７５５（代表） 
副所長 田中 映（たなか えい） 
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東関東自動車道水戸線（潮来～鉾田）事業連絡調整会議（第６回） 

開催結果のお知らせ 

１．日時 
  令和６年 6月 28日（金） 10：00 ～ 10：30 

２．出席者 
    茨城県 土木部 道路建設課長  橋本 則保（代理出席 高速道路対策室長 中川 一郎） 

  潮来市 建設部長 小沼 豊 
  行方市 建設部長 髙﨑 克彦 
  鉾田市 建設部長 宮本 勝彦 （代理出席 都市計画課長 神代 秀一） 
  国土交通省関東地方整備局 常総国道事務所長   中谷  文治 

    常陸河川国道事務所長   佐近 裕之 
   東日本高速道路株式会社関東支社 つくば工事事務所長 森脇 豊一 
３．議事 
（１）事業の進捗状況について
（２）行方 PA（仮称）の進捗状況について

４．議事概要 
今回の調整会議において、事業の進捗状況及び行方 PA（仮称）の進捗状況について事業者から茨

城県、潮来市、行方市、鉾田市に報告があり、以下の事項を合わせて確認した。 

（１）事業の進捗状況について
・現在、全面的に土工の工事に着⼿しており、引き続き、令和７～８年度の開通を目指して、工事推進
を図ること。

・交差道路における跨道橋、横断函渠等の施工が概ね完了し、現在、電力線等の支障物件の本移設を実
施中。支障物件の移設が事業工程に影響しないよう、管理者と密に連絡を取りつつ調整を進めるこ
と。

・軟弱地盤箇所において盛土載荷工法を行う場合、地盤状況によって沈下収束に要する時間が異なる
ため、事業工程に影響しないよう、沈下状況を確認しつつ施工を進めこと。

・本線部の用地取得率は９９％であるが、任意契約を締結した箇所において、引渡し期限を過ぎても、
引渡しがなされなかった土地が存在。当該地については現在係争中であり、引き続き早期解決に努め
ること。

（２）行方 PA （仮称）の進捗状況について
・現在、用地測量・調査を進めているところであり、順次、用地買収に着⼿していくこと。

以上                                                 
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東関道水戸線（潮来～鉾田）事業連絡調整会議（第６回）

説明資料

令和６年６月２８日

国土交通省関東地方整備局
常総国道事務所
常陸河川国道事務所

東日本高速道路株式会社関東支社
つくば工事事務所
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①小泉地区 橋梁上部工事 ②清水地区 橋梁上部工事 ③両宿地区 改良工事

東関東自動車道水戸線（潮来～鉾田） Ｌ＝３０．９ｋｍ（２／４）
【令和７～８年度開通予定】

潮来ＩＣ～麻生ＩＣ（仮称）
Ｌ＝１１．１ｋｍ

麻生ＩＣ（仮称）～北浦ＩＣ（仮称）
Ｌ＝１１．９ｋｍ

北浦ＩＣ（仮称）～鉾田ＩＣ
Ｌ＝７．９ｋｍ

茨
城
県
潮
来
市
延
方

茨
城
県
鉾
田
市
飯
名NEXCO東日本

施工箇所

潮来IC

麻生IC（仮称） 北浦IC（仮称）

鉾田IC

ほ
こ
た

い
い
な

い
た
こ

の
ぶ
か
た

いたこ あそう あそう きたうら きたうら ほこた

行方PA（仮称）

ひがしかんとう み と いたこ ほこた

R6.4 撮影 R6.4 撮影R6.4 撮影

≪１工区≫ ≪２工区≫ ≪３工区≫

【R６工事内容】
橋梁上部工、
跨道橋工、改良工、函渠工

【R６工事内容】
橋梁下部工、橋梁上部工、
跨道橋工、改良工、函渠工

【R６工事内容】
跨道橋工、改良工、函渠工

東関道水戸線（潮来～鉾田）事業の進捗状況（工事）

【着手済用地（全工区）】99%※

※行方PA（仮称）用地を除く
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東関道水戸線（潮来～鉾田）事業の進捗状況（工事）

（橋梁上部工事）①潮来市小泉～古高地区

至：鉾田ＩＣ
至：潮来ＩＣ

至：潮来ＩＣ

至：鉾田ＩＣ

橋梁上部工事

至：潮来ＩＣ

至：鉾田ＩＣ

橋梁上部工事

橋梁上部工事

◆工事の実施状況

国道51号 R6.3

R6.3R6.3

R6.4

東関道水戸線本線事業地

至：潮来ＩＣ

至：鉾田ＩＣ

国道51号
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東関道水戸線（潮来～鉾田）事業の進捗状況（工事）

②潮来市清水地区・行方市石神地区（（仮称）麻生IC） （橋梁上部工事・改良工事）

橋梁上部工事

至：鉾田ＩＣ

至：潮来ＩＣ

至：潮来ＩＣ

至：鉾田ＩＣ

◆工事の実施状況

R6.2

R6.2

R6.4

東関道水戸線本線事業地

至：鉾田ＩＣ

至：潮来ＩＣ

至：鉾田ＩＣ

麻生ICランプ橋

R6.4

至：潮来ＩＣ
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東関道水戸線（潮来～鉾田）事業の進捗状況（工事）

（改良工事）③行方市両宿地区・次木地区（北浦ＩＣ（仮称））

本線函渠

至：潮来ＩＣ至：鉾田ＩＣ

至：潮来ＩＣ

至：鉾田ＩＣ

至：潮来ＩＣ

至：鉾田ＩＣ

国道３５４号跨道橋

横断管渠

◆工事の実施状況

R6.3

R6.3 R6.2

国道354号
R6.4

東関道水戸線本線事業地

至：潮来ＩＣ

至：鉾田ＩＣ
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東関道水戸線（潮来～鉾田）事業の進捗状況（工事）

（橋梁上部工事、改良工事）⑥鉾田市串挽～野友地区

◆工事の実施状況

R6.3 R6.3

市道6‐13号線跨道橋
市道8‐4314号線跨道橋

至：鉾田ＩＣ

至：潮来ＩＣ

R6.4
東関道水戸線本線事業地

至：鉾田ＩＣ

至：潮来ＩＣ R6.4

至：鉾田ＩＣ

至：潮来ＩＣ
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東関道水戸線（潮来～鉾田）事業の進捗に関する留意事項（占用）

○施工前

①迂回路設置
②支障物件移設の仮移設
③構造物（跨道橋）工事

④支障物件移設の本移設
⑤切土工事
⑥舗装・施設工事

354

51

51

354

潮来ＩＣ

北浦ＩＣ（仮称）

鉾田ＩＣ

行方PA（仮称）

鉾田市
ほ こ た

鹿嶋市
か し ま

神栖市
か み す

支障物件移設数

支障物件移設イメージ

○ 交差道路における跨道橋、横断函渠等の施工が概ね完了し、現在、電力線等の支障物件の本移設を実施中
○ 全工区での支障物件移設箇所９２カ所のうち、令和６年度以降は残り３１カ所の移設が必要
○ 引き続き、事業工程に影響しないよう、管理者と密に連絡を取りつつ調整を進める

【支障物件】
東京電力
NTT
KDDI
市水道

【１工区】潮来ＩＣ～(仮)麻生ＩＣ 【２工区】(仮)麻生ＩＣ～(仮)北浦ＩＣ 【３工区】(仮)北浦ＩＣ～鉾田ＩＣ

東関東自動車道水戸線（潮来～鉾田） L=30.9km

麻生ＩＣ（仮称）

【１工区】
支障物件移設数
残件数 １１件

【２工区】
支障物件移設数
残件数 １７件

【１工区】
支障物件移設数
残件数 ３件
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※軟弱地盤対策が必要な個所が点在するため、代表箇所を明示

軟弱地盤対策（断面図） Ａ－Ａ断面図
円弧すべり線

１３．５ｍ

約10.0ｍ

深層混合処理
約１７ｍ

盛土

腐植土層

砂質土層

砂質土層

深層混合処理
約１７ｍ

（暫定2車線）
約10.0ｍ

粘性土層

N値

0 5010 20 30 40
0.35

1.75

5.35

6.55

8.90

14.40

17.45

20.45

柱状図

深層混合処理+盛土載荷工法
6.6ｋｍ

深層混合処理+盛土載荷工法
4.2ｋｍ

深層混合処理+盛土載荷工法
2.3ｋｍ

【１工区】潮来ＩＣ～(仮)麻生ＩＣ 【２工区】(仮)麻生ＩＣ～(仮)北浦ＩＣ 【３工区】(仮)北浦ＩＣ～鉾田ＩＣ

深層混合処理工法+盛土載荷工法
13.1ｋｍ

全体計画

※上記延長は上り線・下り線の対策総延長

東関東自動車道水戸線（潮来～鉾田） L=30.9km

行方PA（仮称）

凡 例

軟弱地盤対策工実施区間
（深層混合処理工法+盛土載荷工法）

土工区間

ストックヤード（発生土仮置き場）

載荷盛土
（余盛）

サンドマット

地盤状況によって沈下速度が異なるため、
施工箇所ごとに沈下収束に要する時間が異なる

定期的に沈下量を観測し、
施工箇所ごとに沈下状況を確認しつつ施工

位 置 図

東関道水戸線（潮来～鉾田）事業の進捗に関する留意事項（工事）

○ 令和５年度以降は土工事を主体に施工を実施
○ 軟弱地盤対策工が必要な区間は、沈下促進のために盛土載荷工法を実施するとともに、円弧すべり対策及び砂質土層
の液状化対策として法尻部に深層混合処理工法等を実施

○ 盛土載荷工法を行う場合、地盤状況によって沈下収束に要する時間が異なるため、事業工程に影響しないよう、沈下状
況を確認しつつ施工を進める
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○ 令和３年４月に任意契約を締結したが、引渡し期限を過ぎても引渡しがなされない土地が存在

○ 当該地権者を相手に土地売買契約の不履行について契約の履行を求め、裁判所へ提訴し、係争中

東関東自動車道水戸線（潮来～鉾田） Ｌ＝３０．９ｋｍ（２／４）
【令和７～８年度開通予定】

潮来ＩＣ～麻生ＩＣ（仮称）
Ｌ＝１１．１ｋｍ

麻生ＩＣ（仮称）～北浦ＩＣ（仮称）
Ｌ＝１１．９ｋｍ

北浦ＩＣ（仮称）～鉾田ＩＣ
Ｌ＝７．９ｋｍ

茨
城
県
潮
来
市
延
方

茨
城
県
鉾
田
市
飯
名

NEXCO東日本
施工箇所

潮来IC

麻生IC（仮称） 北浦IC（仮称）

鉾田IC

ほ
こ
た

い
い
な

い
た
こ

の
ぶ
か
た

いたこ あそう あそう きたうら きたうら ほこた

行方PA（仮称）
なめがた

【１工区】 【２工区】 【３工区】

東関道水戸線（潮来～鉾田）事業の進捗に関する留意事項（用地）

１１／１３



○整備形態：地域活性化の場として活用できるように地域振興施設を併設（農産物等の地域資源の有効活用などを予定）

⇒令和５年９月に行方PA（仮称）の設計用地説明会を開催し、同年１２月に用地幅杭を完了

令和６年１月から用地測量・調査を開始し、順次用地買収に着手

ひ が し か ん と う ほ こ た

東関道水戸線(潮来～鉾田） 休憩施設について

概略検討(施設、規模等)

基本計画策定
(整備方針・施設計画等)

実施設計

Ｒ３～

用地買収

工事

地域振興施設整備の進め方(案)
＜整備主体：行方市＞

概略設計（配置計画検討）

測量・地質調査（R4.7～）
詳細設計（R4.10～）

用地調査（R6.4）～
用地買収

工事

Ｒ３

Ｒ４

休憩施設整備の進め方（案）
＜整備主体：国＞

東関東自動車道水戸線（潮来～鉾田） 延長：３０．９ｋｍ

設置箇所

位置図

PA・地域振興施設の設置位置

Ｒ５ 設置位置公表（R5.7）

設計用地説明会（R5.9）

Ｒ５
設置位置公表（R5.7）

用地幅杭完了（R5.12）
基本構想策定

（目的、位置、ｺﾝｾﾌﾟﾄ）
・整備推進協議会（R6.1～3）

・ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄ(R6.2～3）
用地境界確定作業（R6.1）～

現在

現在Ｒ６～

Ｒ６～

PA・地域振興施設の設置位置を
国と市で同時公表（HP掲載）

R5.7 国土交通省関東地方整備局常総国道事務所HP

「『東関東自動車道水戶線（潮来〜鉾田）』行方パーキングエリア（PA）（仮称）及び地域振興施設の
設置位置について（お知らせ）」より抜粋

１２／１３



○行方PA（仮称）は、東関道水戸線（潮来～鉾田）の予測交通量から必要な駐車台数を確保した駐車場を整備予定
⇒上り線駐車場 ３７台（乗用車１２台、大型車２５台）、下り線駐車場 ３７台（乗用車１２台、大型車２５台）
○駐車場の他、PAに必要なトイレを整備する予定

【凡例】
：本線
：PA内道路
：ランプ
：機能確保道路
：調整池
：盛土
：切土
：用地幅杭

東関道水戸線(潮来～鉾田） 休憩施設について

行方PA（仮称）

行方PA（仮称）計画平面図

地域振興施設
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